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水田雑草防除に関する研究

第12報　休耕乾田における雑草発生消長について

武田昭七・高橋周寿・佐々木亨

（宮城県農試古川分場）

1　ま　え　が　き

最近における米をめぐる諸情勢から，その一対策と

して生産調整が押し進められ，その結果かなりの休耕

水田が散見される。

休耕田の雑草を放置すれば，雑草が多くなり周囲の

耕作田に影響を与える，病害虫の発生源および増殖の

場となる，野ネズミが繁殖するなどの被害が考えられ

る。

筆者らは休耕田雑草防除法の基礎資料を得るために

休耕初年目の水田に発生する雑草について1970年経

時的に調査したところ，2～5の知見を得たので報告

する。

2　試験方法と結果

乾田条件を作るために水田の周囲に明察を設けて完

全排水に努め，まず8月10日から20日間隔に9月

20日までd回の抜取調査を実施した。

第1表　各期第1回目における雑草量（アまたは本／材，DW）

除 草 月 日 項 目 ノ　ビュ
ス ズ メ ノ

チ ッポ ウ

カ ヤ ツ リ

グ サ 顆

ア キ メ

ヒ シ バ

ホクル イ，

車力シグサ
そ の 他

！ 合 計

8．1 0

本　 数
－ 2 5 4 － － － － 2 5 4

乾　 重
－ 8 1．0 － － － － 8 1．0

8．5 0

本　 数 9 2 1 8 － 1
－ 1 2 2 9

乾　 垂 0．4 8 5．8 － 0．0 － 0．D 8 8．2

7．2 0

本　 数 7 2 8 9 5 9 2 9 ー 1 5 6 5

乾　 重 0．4 1 0 5．5 0．7 0．9 － 0．0 1 0 5．5

8．1 0

本　 数 5 2 2 4 9 9 8 2 7 7 7 5 7 5 2 0

乾　 重 2 5．9 8 1．5 占．0 8．5 1 0．4 1．5 1 2 9．4

8．5 0

本　 数 1 9 － 8 9 2 5 1 0 2 7 8 2 9 5

乾　 重 5 0．7 － 2 7．4 2 0．0 4．7 1 5．2 9 6．0

9 ．2 0

本　 数 4 8 － 4 5 4 8 1 2 2 d 9 5 2 8

乾　 重 1 0 0．0 － 5 0．1 占2．5 8．1 1 1．1 2 1 1．8

注．その他雑草にはアゼナ，ヒデリコ．ノミノ7スマ，セイタカタウコギ，チヂミザサ，オ

オバコ，タデ，ヒメジョソ，ノポロギク，トキワ′、ゼ，テソツ牛，ヒロハイヌノヒ〆，

コウガイゼキジョウおよびコブナグサなどがある。

なお，マツバイは全期間，スズメノチッポウは8月50日および9月20日の調査から

は除外した。

その結果を第1表に示したが，各期とも発生本数の

差は小さく同一傾向であった。しかし，重畳は晩期ほ

ど大きくノビェ，アキメヒシバの生育量と相対的で8

月上旬から急増した。カヤツリグサ．ホタルィ，キカ

シグサおよびアゼナなどは幼小ながら発生本数多く，

しかも種実を形成するので問題となろう。

つぎに8月10日から8月10日までの4時期につ

いて，各期にマツバイ以外の草種を完全除草しておき

40日後の再生雑草を調査したのが第2表である。

その結果，4時期とも発生重量の差は小さいが，本

数では早期ほど多く，特にカヤツリグサ，キカシグサ

およびホタルイが顕著である。これらの草種はきわめ

て頓小であり培算隊占度的考えでは　香草にならない

が，種実を形成しているので将来作物導入にあたって

は大きな問題を残すものと考えられる。

さらに第5表は各時期に発生量調査をした区につい

て10月18日に最終調査したものである。発生重量

は各草種とも除草回数が多いほど明らかに減少したが，
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第2表　40日後の再発生雑草量（タまたは本／杭　工棚）

第 1 回

調 査 月 日
項　 目 ノ　 ビ ェ

ア キ メ

ヒ シ バ

カ ヤ ツ リ

グ サ 頬
ホ タ ル イ

キ カ シ

グ　 サ
そ の 他 合　 計

8 ．1 0

本　 数 1 1 1 7 5 5 8 2 5 5 8 8 5 5 1 0

乾　 重 1．5 0 ，5 5 ．4 0 ．5 0 ．1 1．8 7．4

6．5 0

本 ： 数 1 5 4 4 5 4 1 4 8 9 9 4 6 5 9 1

乾　 重 5 ．2 4 ．9 7 ．4 2 ．2 1．1 1．5 2 2 ．5

5 8 2

7．2 0

本　 数 7 9 1 8 2 2 8 1 0 9 4 7

乾　 重 1．8 1．7 7 ．0 5 ．0 5 ．9 4 ．9

5 4

2 4 ．5

8 ．1 0

本　 数 5 5 8 1 5 5 7 1 1 8

1 1．4乾　 重 5 ．5 1．5 0 ．9 1．0 2．5 2 ．4

注．その他雑草にはアゼナースズメノチッポウ・ヒロ・ノ、イヌノヒ〆・オオバコ・タデ・

ノミノ7スマ，ミゾハコベ■　コウガイゼキショウ・ヒデリコ・トキワハゼ・イヌナ

ノナおよびテソツキなどがある○なお，マツバイは調査から除外した。

第5・蓑10月18日欄こおける雑草量（㌦当り）

除 草 月 日

ノ　ビ ェ ヤ ツ バ イ

スズ メノヒ

工 ，スズ メ

ノチ ッポ ウ

ホ タルィ，

カ ヤ ツ リ

グ サ

そ の 他 乾 垂 計 同 左 比 本　 数
1 0 個 体

当 り 乾 垂

初 回 2 回

占．1 0

－ 5 9 ．8 0 ．9 2 8 ．7 5 ．2

l

1 5 ．1

　 タ

1 0 7 ．7

専

4 8

本

1 9 5

才

5 ．5

7 ．2 0 2．0 8 7．9 9 ．8 4 ．8 1 9 ．7 1 0 5 ．8 4 5 2 5 8 1．5

8 ．5 0

－ 1 9 ．4 5 ．4 7 7．8 5 9 ．9 2 1．8 1 8 2．5 7 0 2 6 9 5 ．9

8．1 0 4 8 ．4 7 ．1 5 ．0 5．4 占5．9 2 8 2 4 8 0 ．7

2．2

7．2 0

－ 8 ．0 4 5 ．5 2 0．9 1 4 ，0 2 1．2 1 0 7 ．4 4 8 2 9 0

8 ．5 0 4 2 ．5 2 ．0 0 ．1 0 ．1 4 4．7 1 9

5 5

2 9

1 0 5

0 ．8

8 ．1 0

－ 8 4 ．5 2．1 5 ．0 4．1 7 5 ．7 1．1

0 ．79 ．2 0 5 2 ．2 2 ．5 0 ．6 0 ．1 5 5 ．4 1 5 4 5

8 ．5 0 － 1 2 ．1 5 ．1 0 ．4 0 ．4 1 8．0 8 1 0 2 0．占

9 2 0 2．5 0，9 0 ．1 0 ．4 5 ．7 2 5 2 0 ．4

放　 任 1 2 5 ．4 0．5 5 8 ．2 5 1．8 1 5．2 2 5 1．1 1 0 0 1 7 9 1 2．9

注．その他雑草には．アゼナ，キカシグサ，ヒロハイヌノヒゲ・7レチノギク，タデ・オオバコ，

コブナグサ，ヒデリコ，ノミノツヅリ，テソツキ・タンポポおよびタガラシなどがある。
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マツパイはむしろ多く発生した。

これは好適な光条件（早期栽培や早刈取水田で多発

しやすい多くの報告がある）が与えられたためと考え

られる。また，ノビェについては7月20日一寸8月50

日区以降全く発生をみていないが特筆すべき点である。

本数については，‘月または7月の早期に除草回数を

ふやしてもその効果は少なく，むしろ倭性化した雑草

の増加俵向が認められた。また，8月以降の除草によ

って重量，本数ともに激減の憤向が判然としている点

も防除上江目すべきと考えられた。

個体当り生育量はその生育期間に比例し，放任区は

ノビェが多いことにもよるが12．9を示したのに対し，

9月20日区は調査まで28日間で低温時でもあった

ので0・4と実に1／52と小さかった○　なお，本儲査

における発生雑草は15料28位であった。

籠4表は各調査時期ごとの重量および本数を一括し

たものである。

すなわち，早期に除草をし，再発生雑草を除いた方

が重量，本数ともに多くなるので防除実施上の問題と

なろう。

第4表　各期発生雑草一覧（タまたは本〟，DW）

調　 査　 月　 日
乾　 垂 同 左 比 本　 数 同 左 比

1 0 個 体

当 り乾 重初　 回 2　 回 5　 回

‘．1 0

－ －

タ 車 本 多 グ

8 1 5 5 2 5 4 1 4 4 5．2

7．2 0
－

8 8 5 8 7 占4 4 2 7 1．2

1 0．1 d － 1 8 9 8 2 4 4 7 2 5 0 4．2

7．2 0 1 0．1 占 1 9 2 8 5 1 0 0 2 5 8 0 1．2

ム 5 0

－ －
8 8 5 7 2 2 9 1 5 8 5．8

8．1 0
－

1 0 8 4 7 8 2 0 4 5 8 1．5

1 0．1 6
－

2 4 8 1 0 7 4 9 8 2 7 8 4．9

8．1 0 1 0．1 8 1 7 2 7 5 1 0 °占 5 9 ° 1．2

7．2 0

－ － 1 0 占 4 6 5 占5 2 0 4 2．9

8．5 0 ー 1 5 0 5 8 7 2 7 4 0 6 1．8

1 0．1 8 － 2 1 5 9 2 8 5 5 5 6 6 2．°

8．5 0 1 0．1 8 1 7 5 7 8 7 5 8 4 2 2 1．7

8．1 0

－ － 1 2 9 5 8 5 2 0 2 9 0 2．5

9．2 0 － 1 4 0 8 1 8 5 8 5 5 8 2．2

1 0．1 8 － 2 0 5 8 9 6 2 5 5 4 9 2．2

9．2 0 1 0．1 占 1 7 5 7 8 8 8 5 5 8 1 2．1

8．5 0
－ － ・9 占 4 2 2 9 5 1 d 4 5．5

1 0．1 8 － 1 1 4 4 9 5 9 5 2 2 0 2．8

9．2 0
－ － 1 1 2 4 8 5 2 8 1 8 8 5．4

1 0．1 8 － 1 1 6 5 0 5 8 0 2 D l 5．2

1 0．1 8 － － 2 5 1 1 0 0 1 7 9 1 0 0 1 2．9

5　　ま　　　と　　　め

1　°月10日から20日ごとの間隔で雑草発生状況

を，さらに，8月10日から8月10日までの4区に

ついて再発生畳，10月18日に最終的な発生重畳お

よび本数について調査した。

2　乾田化された水田では，多くの雑草は8月以降

に発生または再発生するので7月下旬までの除草（特

に手取りまたは刈取り）は，その回数をふやしても効

果は少ないものと考えられる。

5　本調査の下では，初期にスズメノチッポウ，後

井目こノビェ，カヤツリグサ頬およびアキメヒシ′くが強

害雑草にみられたが，翌年または将来作物を導入する

にあたってはホタルィ，キカシグサ，アゼナなども考慮

した対策が必要である。
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